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担 当 者 教頭 後藤 正英Ｔｅａｍ 北中
≪キーワード≫ 『集中と継続』

始まりました。中体連大会 校長 吉田 知己

夏の中体連大会が始まりました。中体連（中学校体育連盟主催の中学校総合体育大会）は運動部活動

の集大成として全国大会（全中、全国中学校体育大会）までつながる予選として、市大会、東濃地区大

会、県大会、東海大会などが行われていました。

現在は部活動への参加が任意になったこと（以前は多くの中学校で全員加入でした）、少子化による競

技者人口の減少、教員の働き方改革・負担軽減による部活動の縮小などにより、市大会は行われていま

せん。東濃地区大会への参加がスタートとなっています。

６月２８日（土）は、私は柔道大会の専門部長として大会に参加しました。以前から柔道競技に関わ

っている関係者によれば、東濃地区でも柔道をやっている中学生は減少しているとのことで、１つの試

合会場を設置すれば１日で終えられるほどになってしまったとのことでした。それでも多治見市から中

津川市まで、東濃５市で柔道競技に取り組んでいる中学生が集まり、熱い戦いが繰り広げられ、見応え

のある大会でした。

柔道の試合は３分間です。サッカーの６０分と比べればずいぶん短いように思われるかもしれません

が、３分間戦いきった選手たちは、もう歩くことがやっとなくらい体力を消耗します。終了間際まで試

合がもつれると、どちらの選手も柔道衣をつかむ腕に力が入りません。それでも最後の力を振り絞って

試合終了数秒前で技を決めるなど、気力と体力の限界のところでみせる生徒たちのたくましさに感動し

ました。

開会式のために選手全員が集合し、畳の試合会場で正座をして整列します。柔道の世界では当たり前

のことなのかもしれませんが、バスケットボール部の顧問経験が多かった私には、とても新鮮な光景で

した。正座して背筋を伸ばして話を聞く姿、手をついてお辞儀をする姿。閉会式で審判長から「君たち

は、この競技を通して柔道だけを学んできたわけではないはずだ」とのお話もありました。もちろんこ

れはどの種目でも同じなのかもしれません。強くなるために技を磨き、体力をつけることはもちろん、

道具の管理や競技場の環境整備、指導者や保護者への感謝、対戦相手への礼儀、そして同じ仲間に対す

る心配り、先輩後輩の立場を通して学ぶことなど、競技そのもの以上に多くのことを学んでいます。

現在、瑞浪市でも「瑞浪市地域クラブ活動」の議論が進んでいます。教職員の勤務時間８:１０～１６:

４０のなかで、毎日６時間の授業、生徒会活動、学校行事を進めようとすると、課外活動（必ずしもや

らなければならない活動ではない）としての部活動をどう充実させられるかは、今後も課題の１つです。

しかし、試合を前に緊張しながら集中力を高めるＡくん、相手をにらみつけ、気迫をみなぎらせている

Ｂくん、たった０．１秒の、ほんのわずかな隙をつかれ、技を決められ悔しがるＣさんたちの表情を見

ていると、毎日の授業とは別に、部活動やクラブ活動を通して、大切な何かを学んでいるような気がし

ます。

ソフトテニス大会の会場では、熱中症との戦いも大きな課題で

した（鍛えれば勝てる、というものでもありませんが…）。これか

ら大会に臨む人、県大会など、次のステージにコマを進める生徒

諸君。しっかりと体調管理を行い、今、自分がもっている力をす

べて発揮できるよう、頑張ってください。勝っても負けても、必

ず成果と課題があるはず。課題に真摯に向き合うことが、昨日よ

り成長した自分を育てることに。頑張れ！、北中生徒諸君！！。 東濃地区中体連 柔道大会



 

 瑞浪市主張大会最優秀賞  おめでとうございます      
  

  今年度の瑞浪市主張大会が開催されました。北中からは３年

C 組の林 陽向さんが代表として参加しました。テーマは「違っ

ていい、だから話せた」です。陽向さんは、自分が小さいころ、辛

い思いをしていた時に、自分を理解し助けてくれる人に出会った

ことをきっかけに、「違う」ということは、その人が勝手に決めた

常識に沿っていないだけ。そして、その「違い」こそがその人らし

さをつくっていると、「違う」ということについて考えました。陽向

さんは、皆さんに訴えます。「僕たち一人ひとりが違いを認めあ

い、受け入れあうことで、社会は変わっていく。もっと温かく、優し

く。それは小さな一歩かもしれません。でも、僕は進む。その一歩

が、いつか社会を変える力になることを信じて。」 

  多様性の時代と言われます。世の中には、様々な背景や考え方を持った人たちがいます。「認めあい、受け入れ

あうこと」で、世の中のすべての人が生きやすい社会が実現すると思います。未来に向けて、若い皆さんに期待します。

最優秀賞を受賞した陽向さんの主張は、東濃審査会へ推薦されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事予定 下校時刻 

7/1 火 
市教育研究会 ３B,３Cは授業公開があ

るため、15：15下校 
13：20  

２ 水  16：20 

３ 木 2年生日間賀島研修① 16：00 

４ 金 2年生日間賀島研修② 16：20 

５ 土 中体連  野球・バレー・バスケット  

６ 日   

７ 月  15：20 

８ 火 1年生各務原研修① 16：00 

９ 水 1年生各務原研修② 16：20 

１０ 木 学校保健安全員会 16：00 

１１ 金 
3年薬物乱用防止教室 

PTA本部役員会19：00 
16：20 

１２ 土 卓球・テニス・バレー  

１３ 日 卓球・テニス  

１４ 月  15：20 

１５ 火  16：00 

１６ 水 全校合唱交流会 16：20 

１７ 木  16：00 

１８ 金 夏季休業前授業最終日 13：40 

・夏季休業日   ７月１９日(土)～８月２７日(水)    

・夏の学習会   ７月２２日(火)２３日(水)２５日(金)の３日間 ８：００～１０：００

学習会の日は、バスの運行があります。   

・８月２９日 期末テスト 

「タブドリ」をご存じですか？ 

昨年度まで全市で使用していた

「e-ライブラリー」というタブレッ

ト学習用アプリを「タブドリ」とい

うアプリに変更して使用していま

す。これは、タブレットを使った個

人学習用の教材です。各教科から学

習内容の定着のためにワークブック

(冊子)が配付されていますが、「タブ

ドリ」はタブレットに慣れた生徒た

ちにとって、わずかな時間でも、サ

ッと、立ち上げて、使えるものにな

っています。 

学校では学習内容の定着に使用し

ていますが、家庭学習においても大

いに活用していきたいものです。ぜ

ひ、一度、親子でご覧になってみて

ください。これを使って、家庭学習

を充実させていけるとよいです。夏

休み中にも活用したいですね。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


